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学校番号

令和 8

特別支援教育の充実

・確かな学力を身につけるために努力できる人
・社会において役立つ知識や技術、マナーを身に付けたい人
・地域社会に貢献したい人
・互いの良さを認め、人と協力して物事に取り組める人
・新しいことに挑戦しようとする意欲のある人

・少人数授業やＩＣＴ機器を活用した「学び直し」の充実
・家庭に関する専門科目を学び、生活関連産業に関する理解を深化
・ビジネス文書実務検定や情報処理検定等の資格取得の推進
・地域行事やボランティア参加による郷土愛の醸成
・地元企業見学等、地域と連携したキャリア教育
・生徒主体の学校行事運営による自己有用感や自己肯定感の向上

・社会人として必要な基本的知識や資質・能力を身に付けた人材の育成
・地域と連携し、地域社会に貢献できる人材の育成
・主体的に考え、行動できる人材の育成
・コミュニケーション能力や周囲の方々を大切にする社会性を身に付けた人材の育成

年度重点目標

年度　　学校評価書　　　（　計画段階　）

福岡県立 嘉穂総合 高等学校

＜成果＞
１ＩＣＴ機器を使用したわかる授業の実践と基礎学
力の向上と定着
２定期的な個人面談や教育相談の実施と全職員
による生徒に関する情報の共有
３外部との連携による体験的なガイダンスの実施
と生徒の進路意識向上
４関係機関と連携し、生徒の個性や特性に応じた
支援の実施
５ボランティア活動への積極的な参加による地域と
の連携強化と信頼関係の構築
＜課題＞
１授業評価アンケートの分析と個々の生徒の実態
に合わせた学習指導
２出席状況の改善に向けた家庭との連携による基
本的生活習慣の確立および定着
３望ましい進路実現けての入学時からの体験的な
ガイダンス等の実施
４個別の教育支援計画や個別の指導計画の定期
的な職員へのフィードバック
５生徒会を中心に生徒を主体とした諸活動の計画
と運営

総合的で活力ある教育を情報を基調とする家庭に関する学科において展開することにより、高度情報通信ネットワーク社会の幅広い分野で
活躍できる人材を育成する。また、勤労と責任を重んじ、社会の有為な形成者となり得る資質を地域と連携し育成する。

学校運営計画（４月）

評価
（総合）

一人ひとりのキャリア形成と希望進路の実現

(1) 合理的配慮に基づく個別最適な学びの実践
(2) 特別支援の視点に立った教育環境のユニバーサルデザイン化の推進
(3) 外部専門機関との連携と個別の計画に基づく卒業までの計画的支援

地域との連携及び広報活動の充実
(1) 学校全体で取り組むボランティア活動による地域とのより一層の連携強化と地域貢献
(2) 地域の異世代との交流による生活情報科の学習成果の地域への還元
(3) 地域に向けた積極的な広報活動の実施

(1) 学び直しによる義務教育段階の学習内容の確実な定着
(2) 個別最適な学びによる少人数授業の実施によるきめ細かな指導
(3) ＩＣＴ機器の利活用と授業アンケートの分析による授業改善

生徒の実態に応じた授業の実践と基礎学力の向上と定着

(1) 保護者と緊密な連携を基本とした出席率向上による基本的な生活習慣の確立
(2) 規範意識の育成と人権尊重の精神に基づく、教育環境の構築
(3) 教育活動全体を通じて、自己有用感、自己肯定感を高める活動の実施
(4) 生徒会を中心とした生徒主体の学校行事運営による自主性・主体性の育成

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方
針）

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

学校運営方針

スクール・ポリシー
（三つの方針）

生徒一人ひとりの個性と可能性を伸ばし、地域社会に貢献できる人材を育成する昼間定時制高校
生徒それぞれの個性や特性を理解し、基礎的・基本的な学力の定着を図るとともに、多くの体験的な活動を通して社会性を育み、地域社会に貢献できる人
材を育成する。

具体的目標

健やかな体の育成と豊かな心の涵養

(1) 生徒一人ひとりのキャリア形成とキャリア教育の計画的な実施による希望進路の実現
(2) ガイダンス機能の充実と体験型プログラムによる健全な職業観・勤労意欲の育成
(3) 入学時からの確実な情報提供と人権感覚に基づく適切な修学・就職支援

昨年度の成果と課題
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進路指導部

生徒指導部

保健部

研修部

人権学習会の事前研修会を実施し生徒の実態に合わせた学習会の在り方を検討する。 ・授業アンケート
・学校生活アンケート

生徒個々の希望進路の実現を
支援する。

地域社会と連携してボラン
ティア活動を推進し、地域の
活性化に寄与する。

外部の主催団体と生徒が連携し、主体的な活動になるようにする。

・学校生活アンケート

・授業アンケート
・学校生活アンケート

生徒の適性検査分析報告、特性ある生徒への特別支援に関する研修会を企画・実施する。

「ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟﾀｲﾑ」を設定し、個々の進路目標に合わせた学習を行うことで主体的成長を促す。

・「足あとノート」
・インターンシップ報告書
・応募前職場見学報告書

進路ガイダンスを各学期ごとに実施して地域の事業所と連携したキャリア教育を推進する

・進路希望アンケート
・履歴書指導、面接指導

個別面談を通して、生徒及び保護者の進路希望の的確な把握に努める。

生徒の適性を客観的に把握し、適性に応じた進路実現を支援する。

・行事後アンケート

・「足あとノート」
・進路ガイダンス希望調査

職員研修を年5回実施し各局面
での生徒の支援に還元する。

体系的・計画的なキャリア教育
を推進する。

社会的・職業的自立に必要な職
業観を育成する。

インターンシップやボランティア活動を通して勤労について理解を深め、職業意識の向上を図る。

応募前職場見学を複数回参加させることにより、企業についての理解を深める。

生徒が伸び伸びと安心して学
校生活を送れる学校づくりを
目指す。

ICT機器を効果的に活用する。

生徒の主体的な学びを促す授
業づくりを図る。

生徒理解による個別最適な学び
を意識した授業づくりを図る。

魅力ある授業、規律ある授業を実践する。

授業の相互参観、職員間の意見交換による授業改善を推進する。

特別支援教育の視点に立ち、合理的配慮に基づいた教科指導を行う。

　

・学校生活アンケート
・振り返りシート

・学校生活アンケート

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

具体的目標 具体的方策
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

教務部

基礎・基本の確実な定着を図
る。 効果的に単元テストを実施し、学習内容を定着させる。

少人数授業の実施により、学び直しの学習内容を定着させる。 ・学校生活アンケート
・振り返りシート

全校朝礼の運営、毎月の清掃活動を通して、学校や地域への帰属意識を高める。

行事ごとに生徒からのアイデアを反映させ、学校行事への参加意識を高める。

ICT機器を活用した授業を構築するために外部講師を招聘し職員研修会を実施する。

生徒情報交換会において支援を要する生徒の状況を職員全員で共有し支援にあたる。

人権研修会を年３回実施し教員
の人権意識を涵養する。

校外研修に積極的に参加し教
員の資質・技能の向上を図る。

各種校外研修等に参加して専門家の講義を聴講することにより教員の教育力の向上を図る。 ・授業アンケート
・学校生活アンケート

校内でのボランティア活動を通して、ボランディアマインドを育成する。

・学校生活アンケート

生徒が心身共に健康的な学校
生活が送れるようにサポートす
る。

特別な支援を要する生徒に対して、
個別の指導計画を作成し、全職員で
統一した支援を行う。

教育相談を充実させ、支援を必
要とする生徒に適切な対応を行
う。

卒業後の進路で福祉サービスを利用する生徒に対して、多くの機関と連携する。

SCやSSW等の関係機関と連携をとりながら、個性にあった支援を考える。

健康相談・教育相談を行い、生徒の不安や困難さを和らげる。

クラス担任や教科担当等の情報共有に努め、対応を協議し、支援をする。

毎朝の健康観察シートを活用し、生徒の健康状態の把握をする。

「命の大切さ」をテーマに講演会を実施し、自他の人権尊重の精神を育成する。

・保健調査
・保健室来室者数

・いじめアンケート
・学校生活アンケート

・いじめアンケート
・学校生活アンケート

個人面談や教育相談、家庭訪問や三者面談等を通して生徒理解に努める。

相談ポスト・校内巡視等によって、生徒の抱える悩みに早期に対応する。

全生徒が生徒会活動の一員で
あるという当事者意識を育む
活動を実施する。

人権教育・道徳教育等の研修会に参加して学習した内容を全職員に還元し共有化を図る。
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1学年

2学年

3学年

生徒に活動内容を投げかけそれに対する回答を尊重して企画運営をサポートする。

・学校生活アンケート・足あとノート
・各学期の振り返りシート

学校行事では生徒自身が役割を持ち1・2年生の模範となって学校全体を牽引する。
リーダーシップの実現

就職支援員や各機関担当者との連絡を密にして特性に応じた支援ができるよう配慮する。

・学校生活アンケート・足あとノート
・各学期の振り返りシート

生徒との面談を日常的に行い保護者の意向を確認しながら連携して進路指導を行う。
生徒全員の進路希望の実現

当事者性の育成

生徒自身が考え導き出した答えを否定せずに共感し支援する。

基本的生活習慣の確立

主体的に学習に取り組む態度
の育成

保護者等と連携して、基本的な一日の習慣を身に付けさせる。

生徒に対して「なぜ？」と問いかけ、自分で考え行動するように意識させる。

提出物を提出する過程で障壁となっていることなどを把握した上で、提出物の徹底をさせる。

「どうした？どうしたい？どうしてほしい？」の考え方を基に生徒に接し、生徒自身が行動を決定するようにする。 ・各学期の振り返りシート、行事後アンケート
・足あとノート

自己理解力の向上

基本的生活習慣の確立
家庭と連携して、一日のルーティン化を推奨する。 ・生活アンケート、各学期の振り返りシート

・足あとノート

学校生活のあらゆる場面で、「時間厳守」の大切さを認識させる。 ・学校生活アンケート
・足あとノート

・学校生活アンケート
・足あとノート

主体的に取り組む態度の育成
授業や学校行事において自ら考え行動するよう意識づけを行い主体性を身に着けさせる。 ・学校生活アンケート・足あとノート

・各学期の振り返りシート生徒自身が考え導き出した答えを否定せずに根気強く聴き共感しサポートする。

主体性・当事者性の育成
あらゆるクラス内の決め事やトラブルは対話をもって決定、解決していく。

各種学校行事で生徒自身が役割を持ち、責任を持って活動する場を設ける。 ・学校生活アンケート
・足あとノート生徒自身が選択し、行動できるような声掛けを行う。

行事やHR活動を通し、他者との関わりの中で集団にとっての自分の役割や立場を学ばせる。 ・各学期の振り返りシート
・足あとノート健康観察シートの記入を通し、その日の感情、体調などを知り、一日の過ごし方の見通しを立てさせる。
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